
 

               

 

 

 

第２次八代市地域福祉計画（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回地域審議会資料 

 

 

八代市障がい福祉課 

 

 



１ 人口構造 

（１）人口及び世帯の推移 

  ○総人口と世帯数 総人口 世帯数 一世帯あたり人員昭和45年 156,277 33,968 4.6昭和50年 149,647 36,072 4.1昭和55年 147,715 38,266 3.9昭和60年 149,421 42,188 3.5平成2年 145,959 42,915 3.4平成7年 143,712 44,956 3.2平成12年 140,655 46,056 3.1平成17年 136,886 46,983 2.9平成21年 135,133 51,728 2.6※資料　昭和45年～平成17年：国勢調査(各年の10月1日現在）　　　　　 平成21年：八代市住民基本台帳（平成21年9月30日)注1　総人口には年齢不詳者も含む注2　昭和45年～平成12年については現在の市域に基づいて組み替えたもの  

総人口と世帯数156,277 145,959 143,712 135,133
147,715149,647 149,421

140,655 136,88646,983 51,728
36,07233,968 38,266 42,188 42,915 44,956 46,056

120,000130,000140,000150,000160,000

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成21年

（世帯）（人）
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（２）年齢階層別人口の推移   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢階層別人口推移

47,813 39,751 35,715 31,849 28,131 24,496 21,347 18,876 17,724
97,478 97,582 97,792 98,853 95,834 92,388 87,621 82,622 79,954
10,986 12,314 14,208 18,699 21,870 26,675 31,606 35,137 37,455

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000180,000

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成21年

（人）

年少人口0歳～14歳 生産年齢人口15歳～64歳 老齢人口65歳以上

149,421 145,959 143,712 140,655 136,886 135,133147,715149,647156,277

○八代市の年齢階層別人口推移

（人）

区分 総人口 年少人口0歳～14歳 生産年齢人口15歳～64歳 老齢人口65歳以上 総人口 年少人口0歳～14歳 生産年齢人口15歳～64歳 老齢人口65歳以上
昭和45年 156,277 47,813 97,478 10,986 100.0% 30.6% 62.4% 7.0%

昭和50年 149,647 39,751 97,582 12,314 100.0% 26.6% 65.2% 8.2%

昭和55年 147,715 35,715 97,792 14,208 100.0% 24.2% 66.2% 9.6%

昭和60年 149,421 31,849 98,853 18,699 100.0% 21.3% 66.2% 12.5%

平成2年 145,959 28,131 95,834 21,870 100.0% 19.3% 65.7% 15.0%

平成7年 143,712 24,496 92,388 26,675 100.0% 17.0% 64.3% 18.6%

平成12年 140,655 21,347 87,621 31,606 100.0% 15.2% 62.3% 22.5%

平成17年 136,886 18,876 82,622 35,137 100.0% 13.8% 60.4% 25.7%

平成21年 135,133 17,724 79,954 37,455 100.0% 13.1% 59.2% 27.7%

※資料　昭和45年～平成17年：国勢調査（各年の10月1日現在）

　　　　　　　　　　　　　平成21年：八代市住民基本台帳（平成21年9月30日現在)

注1　総人口には年齢不詳者も含む

注2　昭和45年～平成12年については現在の市域に基づいて組み替えたもの



２ 要支援者等の状況 

（１）高齢者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    資料 国勢調査（各年の 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 八代市高齢者支援課（各年度の 10 月 1 日現在） 

要介護認定者数の推移
8401,2511,1881,132

508 1,0141,037990

1,4501,7571,852 815
1,9912,0892,1251,6881,3101,3081,330

808 765799850906940997

631 6717458389771,0181,013

714 754806830861900949

707 723772847867876874

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度要支援1 要支援2 要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

ひとり暮らし高齢者の推移
2,868 3,698 4,517

01,0002,0003,0004,0005,000

平成7年度 平成12年度 平成17年度

（人）



（２）障がいのある人について 

○身体障害者手帳所持状況

人数（人） 割合 人数（人） 割合

平成18年度 7,083 4,863 68.7% 3,513 49.6%

平成19年度 7,082 4,872 68.8% 3,568 50.4%

平成20年度 7,145 4,973 69.6% 3,609 50.5%

資料　八代市障がい福祉課（各年度の3月31日現在）

重度

（1・2級）

総数

（人）

区分

65歳以上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳所持人口の推移
7,083 7,082 7,145

7,0007,0507,1007,1507,200

平成18年度 平成19年度 平成20年度

（人）



○療育手帳所持状況 人数（人） 割合 人数（人） 割合平成18年度 1012 97 9.6% 471 46.5%平成19年度 1047 104 9.9% 483 46.1%平成20年度 1080 111 10.3% 489 45.3%資料　八代市障がい福祉課（各年度の3月31日現在）
重度（A1・A2）65歳以上区分 総数（人）

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○精神障害者保健福祉手帳所持状況人数（人） 割合平成18年度 883 471 53.3%平成19年度 886 483 54.5%平成20年度 920 489 53.2%資料　八代市障がい福祉課（各年度の3月31日現在）
重度（1級）区分 総数（人）

療育手帳所持人口の推移
1,012 1,047 1,080

9609801,0001,0201,0401,0601,0801,100

平成18年度 平成19年度 平成20年度

（人）

精神障害者保健福祉手帳所持人口の推移
883

920
886

860870880890900910920930

平成18年度 平成19年度 平成20年度

（人）



（３）ひとり親世帯について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 国勢調査（各年の 10 月 1 日現在） 

 

（４）低所得者について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 八代市社会援護課（各年度の 3 月 31 日現在） 

   平成 21 年度は平成 22 年 2 月末現在

ひとり親世帯の推移

543 703 786 743 92575 95 103 87 90
02004006008001,0001,200

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

（世帯）

母子世帯 父子世帯
618618 798 889 830 1,015

生活保護受給者の推移
805 809 809 832 857 9901,016 1,2701,003 1,005 1,000 1,025

4005006007008009001,0001,1001,2001,300

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

（世帯）

4005006007008009001,0001,1001,2001,300（人）

世帯 人員



３ 市民意識調査 

 （１）市民の福祉への関心 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域や周辺環境に係る評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　問８　福祉に関心を持っているか29.9% 49.5%10.5%5.5%0.7%3.2%0.7%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%とても関心があるある程度関心があるどちらともいえないあまり関心がないまったく関心がないわからない無回答問 １ ５ 　 あ な た が お 住 ま い の 地 域 や 周 辺 の 環 境 に つ い て3 9 .1 %1 5 .4 %1 9 .9 %1 5 .5 %1 9 .4 %8 .0 %1 2 .3 %9 .2 %6 .8 %7 .1 %7 .0 %6 .9 %7 .8 %7 .1 %3 .3 %3 .3 %

4 0 .1 %5 5 .5 %4 4 .7 %4 3 .2 %3 5 .5 %4 4 .9 %3 8 .8 %3 9 .3 %3 6 .0 %3 5 .0 %2 9 .7 %2 8 .0 %2 5 .3 %2 2 .6 %2 3 .9 %2 2 .8 %

1 4 .9 %2 0 .9 %2 4 .2 %2 9 .9 %2 7 .8 %3 7 .0 %3 5 .7 %3 5 .5 %4 5 .4 %4 5 .3 %4 1 .7 %4 1 .0 %4 6 .8 %4 2 .3 %5 4 .9 %5 1 .3 %

1 .5 %2 .5 %5 .3 %6 .0 %1 1 .5 %4 .0 %7 .6 %9 .4 %4 .9 %6 .0 %1 4 .9 %1 7 .3 %1 3 .0 %2 2 .0 %1 0 .6 %1 6 .3 %

4 .5 %5 .7 %5 .8 %5 .3 %5 .8 %6 .0 %5 .7 %6 .6 %6 .9 %6 .6 %6 .7 %6 .8 %7 .1 %6 .0 %7 .3 %6 .3 %

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %住 ん で いる 地 域 に愛 着 を感 じて い る治 安 が 良 く安 心 して 住 め る ま ち で あ る静 け さや 緑 が 多 いな ど 環 境 が 良 好 で あ る近 所 づ きあ いや 助 けあ いな ど 近 隣 関 係 が 良 好 で あ る買 い物 な ど の 日 常 生 活 が 便 利 で あ る防 災 対 策 が 充 実 して 安 心 して 住 め る ま ち で あ る病 院 や 診 療 所 な ど の 医 療 施 設 が 充 実 して い るグ ラ ウン ドや 体 育 館 な ど の ス ポー ツ 施 設 が充 実 して いる介 護 、保 育 等 の 福 祉 施 設 や 福 祉 サ ー ビ ス が充 実 して いる高 齢 者 や 障 害 の ある 人 、子 ど も 、外 国 人 な ど に とっ て住 み や す いま ち で あ る子 ど も の 遊 び 場 や 公 園 な ど が 充 実 して い る図 書 館 な ど の 学 習 施 設 が 充 実 して い る公 共 施 設 の 利 用 が 便 利 で あ る道 路 や 公 共 交 通 機 関 （鉄 道 ・バ ス な ど ）が 充 実 して い る地 域 活 動 や ボラ ン テ ィア 活 動 が 活 発 で あ る高 齢 者 が 憩 え る 施 設 や 広 場 な ど が 充 実 して い るそ う思 う ど ち らか と いえ ば そ う思 う あ ま りそ う思 わ な い ま っ た く思 わ な い 無 回 答



（３）自主的な支え合い、助け合いの必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）困ったときにしてほしいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ２ ０ 　 住 民 相 互 の 自 主 的 な 支 え あ い 、 助 け あ い の 必 要 性（ n ＝ 1 3 9 1 ） 3 9 . 6 % 5 2 . 4 %2 . 6 %0 . 4 %0 . 3 %2 . 5 %2 . 2 %

0 .0 % 2 0 .0 % 4 0 .0 % 6 0 .0 % 8 0 .0 % 1 0 0 .0 %と て も 必 要 だ と 思 うあ る 程 度 必 要 だ と 思 うあ ま り 必 要 だ と は 思 わ な いま っ た く 必 要 だ と は 思 わ な いそ の 他わ か ら な い無 回 答
問 ２１　地 域 の 中 の 助 け 合 い 活 動 、困 っ た と き に して ほ しい こ と（ 5つ ま で 選 択 　 　 n＝ 1 3 9 2 ）4 3 .4 %2 7 .9 %2 4 .9 %2 3 .5 %2 3 .0 %2 2 .2 %2 1 .5 %2 0 .2 %1 5 .2 %1 2 .9 %8 .0 %3 .8 %2 .4 %1 .4 %1 .3 % 1 4 .2 %

0 .0 % 2 0 .0 % 4 0 .0 % 6 0 .0 % 8 0 .0 % 1 0 0 .0 %災 害 時 の 避 難 支 援急 病 に な っ た 時 の 家 族 の 世 話急 病 に な っ た 時 の 看 病買 物行 政 へ の 連 絡 や 取 次 ぎ食 事 の 準 備心 配 事 な ど の 相 談 相 手外 出 時 の 車 等 に よ る 送 迎掃 除 ・洗 濯ご み 出 し用 事 で 家 を空 け る 時 の 留 守 番外 出 時 の 子 ど も の 世 話薬 の 管 理財 産 の 管 理そ の 他特 に な い



（５）支え合う地域づくりに必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）行政と地域住民の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 ２２　 住 民 同 士 が とも に 支 え あ う地 域 づ くり に 必 要 な こ と   （n＝ 1373）40 .6 %1 8 .6 %1 5 .1 %7 .8 %4 .2 %1 .0 %9 .9 %2 .7 %

0 .0 % 2 0 .0 % 4 0 .0 % 6 0 .0 % 80 .0 % 1 0 0 .0 %地域の人々が知り合い、ふれあう機会を増やすこと支えあう地域づ くりに関する情報の提供や意識啓発をすること同じ立場にある人同士が力をあわせること地域の町内会・自治会 ・区等の活動や地区社会福祉協議会、ボランティア活動への参加をうながすこと地域で活動するさまざまな団体相互の交流を進めること その他わからない無回答
問２８　行政と地域住民の関係について 　  （n＝1393）53.7%20.0%11.0%2.3%10.0%3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%福祉課題については、行政も住民も協力しあい、共に取り組むべきである家庭や地域で助け合い、できない場合に行政が援助すべきである行政の手の届かない福祉課題については、住民が協力すべきである地域福祉の充実を進める最終的な責任は行政にあるので、住民は特に協力することはないわからない無回答



（７）災害時・緊急時における支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）地域福祉に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 ３０　 災 害 時 や 救 急 時 に おける独 居 の 高 齢 者 や 障 が い者 の 安 否 確認 、 支 援 を行 うた めの 体 制 　   （n＝ 1391）38 .7 %1 9 .1 %15 .5 %1 1 .6 %4 .0 %0 .4 % 8 .6 %2 .2 %

0 .0 % 2 0 .0 % 4 0 .0 % 6 0 .0 % 8 0 .0 % 1 00 .0 %行政、民生委員児童委員、町内会、社会福祉協議会の連携を 深め、新たなネットワークを構築し支援を 行う町内会を 中心とした助け合い活動の中で、要支援者台帳を 整備し支援を 行う行政が要支援者台帳を 整備し、行政が責任をもって支援を 行う地域の事情に詳しい民生委員児童委員を中心に支援を 行う社会福祉協議会が中心となり、地域ボラ ンティア活動の中で支援を 行う その他わからない無回答
　 問 ３ １　 地 域 福 祉 の 推 進 に 必 要 だ と思 う こ と （ 3 つ ま で 選 択 　   n ＝ 1 3 9 3 ）3 8 .7 %3 7 .2 %3 2 .6 %2 6 .9 %2 6 .8 %2 0 .1 %1 9 .0 %1 8 .2 %9 .5 %1 .0 %

0 .0 % 2 0 .0 % 4 0 .0 % 6 0 .0 % 8 0 .0 % 1 0 0 .0 %身近な場所での相談窓口の充実市民が気軽に参画し、利用できる地域ご との福祉活動の拠点づくり高齢者、障がい者 、児童の福祉施設の整備充実地域で支え合う仕組み （ネッ トワーク）づくり福祉意識を高めるための広報、啓発の強化地域における福祉活動の活動費や運営費に対する資金助成学校教育や社会教育での福祉教育の充実地域福祉活動を推進する地域リーダーなどの人材養成ボランテ ィア 、ＮＰＯなどの育成支援その他



 

《地域福祉の考え方》 

 

 

 

 

 

 

 

  
・介護や家事の手伝いなど毎日の暮らしそのものを支えてもらうことが必要

な人 

・話し相手や相談相手が必要な人 

・安否確認のために見守りを必要とする人 

・虐待やＤＶなどを受けている人 

・生活に困窮している人                     など 

地域地域地域地域にはにはにはには日常生活日常生活日常生活日常生活をををを送送送送るるるる上上上上でででで、、、、色色色色々々々々なななな悩悩悩悩みをみをみをみを抱抱抱抱ええええ、、、、様様様様々々々々なななな支援支援支援支援をををを必要必要必要必要

としているとしているとしているとしている人人人人がいますがいますがいますがいます。。。。 

・隣近所での支援 

・地域における支援 

・各種団体・ＮＰＯ等による支援 

・専門的な知識や技術に基づいた行政や福祉サービス事業者による支援など 

そのようなそのようなそのようなそのような人人人人にににに対対対対してしてしてして、、、、どのようなどのようなどのようなどのような支援支援支援支援ができるかができるかができるかができるか？？？？ 

地域社会地域社会地域社会地域社会のののの一員一員一員一員としてとしてとしてとして、、、、誰誰誰誰もがもがもがもが人間人間人間人間のののの尊厳尊厳尊厳尊厳をもちをもちをもちをもち、、、、そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい自立自立自立自立

したしたしたした生活生活生活生活ができることができることができることができること 

地域住民や福祉サービスを提供する事業者、ボランティア、ＮＰＯ法人、様々

な団体、組織、行政、関係機関など、 
地域地域地域地域のすべてののすべてののすべてののすべての者者者者がががが協力協力協力協力しししし合合合合いいいい、、、、互互互互いにいにいにいに支支支支ええええ合合合合うううう地域社会地域社会地域社会地域社会をつくるをつくるをつくるをつくる取取取取りりりり組組組組

みやみやみやみや仕組仕組仕組仕組みづくりみづくりみづくりみづくり     


